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A. 研究⽬的 
 ウイルス性出⾎熱，⿃インフルエンザ，中東呼
吸器症候群などの新興再興感染症，輸⼊感染症は
⽇本国内では稀な感染症であり，⼗分な知識を持
つ医療従事者は多いとは⾔えない．本研究の⽬的
は，これらの新興再興感染症の診療に関わる可能
性のある医療従事者に，感染対策や診断治療など
の情報を提供し知識をアップデートすることで患
者の発⽣に備えることである． 
 
B. 研究⽅法 
研修会の開催 
輸⼊感染症講習会，動物由来感染症感染症講習
会，⼀類感染症受け⼊れ体制整備研修会の 3 つの
講習会・研修会を開催した．新型コロナウイルス
感染症流⾏下のため，オンライン開催として，受
講⽅法はオンデマンド⽅式とした． 
  
（倫理⾯への配慮） 
  本研究は協⼒施設の同意のもとで実施されてお
り，患者および医療従事者に関する個⼈情報の取
り扱いは発⽣しない． 
 
C. 研究結果 
 各講習会・研修会の講演テーマ，講師について
は以下の通りである． 

■輸⼊感染症講習会  
１．輸⼊感染症のアプローチ（市⽴伊勢総合病院 
⾕崎隆太郎）  
２．マラリア疫学・微⽣物・検査（国⽴国際医療
研究センター熱帯医学・マラリア研究部 狩野繁
之）  
３．マラリア治療・予防（⻑崎⼤学⼤学院熱帯医
学・グローバルヘルス研究科 ⾼⾕沙帆）  
４．デング熱（神奈川県衛⽣研究所 ⾼崎智彦）  
５．狂⽝病（京都市⽴病院 ⼭本舜悟）  
６．動物咬傷（国⽴国際医療研究センター国際感
染症センター 野本英俊）  
７．⿇しん・⾵しん（国⽴国際医療研究センター
国際感染症センター ⽯⾦正裕）  
８．腸チフス・パラチフス（飯塚病院感染症科 
的野多加志）  
 
■動物由来感染症講習会  
１．動物由来感染症（酪農学園⼤学動物薬教育研
究センター ⽥村豊）  
２．耐性菌とワンヘルス（国⽴国際医療研究セン
ターAMR臨床リファレンスセンター ⽇⾺由
貴）  
３．中東呼吸器症候群（MERS）（成⽥⾚⼗字病
院感染症科 馳亮太）  
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４．重症熱性⾎⼩板減少症候群（SFTS）（⼭⼝
県⽴総合医療センター⾎液内科 ⾼橋徹）  
５．ダニ媒介性脳炎（⻑崎⼤学感染症共同研究拠
点研究部⾨ 好井健太朗）  
６．殺⾍剤・忌避剤の使⽤（アース製薬）  
７．トキソプラズマ症（国⽴感染症研究所寄⽣動
物部 永宗喜三郎）  
８．⻩熱（国⽴国際医療研究センター国際感染症
センター ⽒家無限）  
９．コリネバクテリウム・ウルセランス感染症
（国⽴感染症研究所安全実験管理部・細菌第⼆部 
岩城正昭）  
１０．⽇本脳炎（国⽴感染症研究所感染症疫学セ
ンター 新井智医師）  
１１．ペスト（国⽴感染症研究所細菌第⼀部 ⽯
原朋⼦）  
１２．感染症を媒介する節⾜動物：蚊（国⽴感染
症研究所昆⾍医科学部 葛⻄真治）  
１３．リケッチア症（福島県⽴医科⼤学総合内
科・臨床感染症学講座 ⼭藤栄⼀郎）  
１４．エゾウイルス（北海道⼤学⼈獣共通感染症
リサーチセンター 松野啓太）  
 
■⼀類感染症受け⼊れ体制整備研修会  
１．地域における COVID-19診療体制整備（静
岡がんセンター 感染症科 倉井華⼦）  
２．COVID-19 院内感染を経験して（JCHO新
宿メディカルセンター呼吸器内科 清⽔秀⽂）  
３．COVID-19 院内感染対策（東北⼤学病院 感
染管理室 徳⽥浩⼀） 
 
 2020年 1 ⽉ 19⽇から 3⽉ 31⽇まで公開した
ところ，輸⼊感染症講習会のべ 1137 名，動物由
来感染症講習会のべ 864 名，⼀類感染症受け⼊れ
体制整備研修会のべ 399 名の医療者が視聴した． 
 
D. 考察 
 本分担研究では，これまでオンサイトでの研修
会，講習会を開催し，新興再興感染症にかかわる
医療従事者に研修の機会を提供してきた．しか
し，2020年 1 ⽉以降，⽇本国内でも新型コロナ
ウイルス感染症が流⾏し，感染対策の観点から

2020年度はオンサイトでの講習会・研修会の開
催が困難となった．⼀⽅で，新型コロナウイルス
感染症に関する知識や，各医療機関での取り組み
を医療従事者間で共有することは⾮常に重要であ
ること，今後の新興再興感染症の流⾏に備え各感
染症に関する知識をアップデートする必要がある
ことから，2020年度はオンラインでの e-learning
形式で開催することとした． 
 2019年度のオンサイトでの輸⼊感染症講習
会，動物由来感染症講習会，⼀類感染症受け⼊れ
体制整備研修会の受講者はそれぞれ 89 名，11
名，187 名であったことと⽐べれば，これまでと
⽐べ多くの医療従事者に学びの機会が提供できた
ことは 2020年度の成果と考えられる．2021年度
は，新型コロナウイルス感染症の流⾏状況を⾒な
がら，オンサイトでの開催，オンライン開催，も
しくは併⽤について検討したい． 
 
E. 結論 
 本課題では医療従事者の感染症研修を⾏った． 
2020年度はオンサイトでの講習会・研修会の開
催が困難となったため，2020年度はオンライン
での e-learning形式で開催することとした． 
新型コロナウイルス感染症に関する知識や，各医
療機関での取り組みを医療従事者間で共有するこ
とは⾮常に重要であること，今後の新興再興感染
症の流⾏に備え各感染症に関する知識をアップデ
ートする必要があることから，これまでと⽐べ多
くの医療従事者に学びの機会が提供できたことは
2020年度の成果と考えられる． 
 
F. 研究発表 

なし 
 
G. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得 
    なし  
2. 実⽤新案登録 
    なし 
3. その他 
    なし

 


